
解説

本指標を公表することで国立大学附属病院における医科歯科連携の比重を評価できます。

実績

自己点検評価

毎年７００名前後を推移しているが，昨年より多少増加した。．今後周術期口腔管理について病院
内にＰＲしていく必要があると考えます。

定義

対象年度１年間の，周術期口腔機能管理料算定件数（算定延べ件数）。
※平成２８年度より追加された項目です。

算式

算定延べ数

83　周術期口腔機能管理料算定数

0

100

200

300

400

500

600

700

800

28 29 30 R1 R2 R3

643 627

778 779

682
723

件

年度


